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図1 浸水想定の用語

平成26年3月作成この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図200,000（地図画像）を複製したものである。（承認番号　平成25年情複、第859号）

大分県大分県津波浸水想定　全体図

津波浸水予測範囲

凡例

[留意事項]

　　○「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２３年法
　　　　律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、津波防災地域
　　　　づくりを実施するための基礎となるものです。

　　○「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発生した
　　　　場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）を表したもの
　　　　です。

　　○最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際に発生
　　　　した津波や今後発生が想定される津波から設定したものであり、これ
　　　　よりも大きな津波が発生する可能性がないというものではありません。

　　○浸水域や浸水深は、局所的な地面の凸凹や建築物の影響のほか、
　　　　地震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条件との差異
　　　　により、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深がさらに大きくなった
　　　　りする場合があります。

　　○「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波防災
　　　　対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の発生範囲
　　　　を決定するものではないことにご注意ください。

　　○浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最大とな
　　　　る場所もあります。　　　　

　　○「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化を図示
　　　　していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が変化すること
　　　　があります。

　　○この浸水想定図は、３地震を重ね合わせた最大の浸水域を表示していま
      すが、平成２５年２月に公表した「大分県津波浸水予測図」と、浸水深等は
      同一です。

[用語の解説]

浸水想定について（図1参照）

　　　○浸水域　　　　　　：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁までの範囲

　　　○浸水深　　　　　　：陸上の各地点で水面が最も高い位置にきたときの
　　　　　　　　　　　　　　　　地面から水面までの高さ
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[留意事項]
○　「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２３年法律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、津波防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。        

○　「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発生した場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）を表したものです。        

○　最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際に発生した津波や今後発生が想定される津波から設定したものであり、これよりも大きな津波が発生する可能性がないというものでは
　　 ありません。        

○　浸水域や浸水深は、局所的な地面の凸凹や建築物の影響のほか、地震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条件との差異により、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深がさらに大きく
　　 なったりする場合があります。        

○　「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波防災対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の発生範囲を決定するものではないことにご注意ください。        

○　浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最大となる場所もあります。　　        

○　「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化を図示していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が変化することがあります。        

○　この浸水想定図は、３地震を重ね合わせた最大の浸水域を表示していますが、平成２５年２月に公表した「大分県津波浸水予測図」と、浸水深等は同一です。        
         

[用語の解説]
浸水想定について（図1参照）        

○浸水域 ：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁までの範囲
○浸水深 ：陸上の各地点で水面が最も高い位置にきたときの地面
　　　　　　　 から水面までの高さ    

大分県津波浸水想定　市町村別　佐伯市　（1/49）

1:25,0001:25,000

平成26年3月作成平成26年3月作成
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この地図は国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25000（地図画像）を複製したものである。（承認番号　平25情複、第859号）
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[留意事項]
○　「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２
　　 ３年法律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、
　　 津波防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。

○　「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発
　　 生した場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）
　　 を表したものです。

○　最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際
　　 に発生した津波や今後発生が想定される津波から設定したも
　　 のであり、これよりも大きな津波が発生する可能性がないという
　　 ものではありません。

○　浸水域や浸水深は、局所的な地面の凸凹や建築物の影響の
　　 ほか、地震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条
　　 件との差異により、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深が
　　 さらに大きくなったりする場合があります。

○　「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波
　　 防災対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の
　　 発生範囲を決定するものではないことにご注意ください。

○　浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最
　　 大となる場所もあります。

○　「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化
　　 を図示していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が
　　 変化することがあります。

○　この浸水想定図は、３地震を重ね合わせた最大の浸水域を表
　　 示していますが、平成２５年２月に公表した「大分県津波浸水予
　　 測図」と、浸水深等は同一です。

　[用語の解説]

　" 浸水想定について（図1参照）" 

　○浸水域　　　　　：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁
　　　　　　　　　　　　　までの範囲
　○浸水深　　　　　：陸上の各地点で水面が最も高い位置に
　　　　　　　　　　　　　きたときの地面から水面までの高さ
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5m以上　10m未満

4m以上　5m未満
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2m以上　3m未満

1m以上　2m未満

0.3m以上　1.0m未満

0.3m未満

凡例
浸水深（m）
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平成26年3月作成この地図は国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25000（地図画像）を複製したものである。（承認番号　平25情複、第859号）
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[留意事項]
○　「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２
　　 ３年法律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、
　　 津波防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。

○　「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発
　　 生した場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）
　　 を表したものです。

○　最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際
　　 に発生した津波や今後発生が想定される津波から設定したも
　　 のであり、これよりも大きな津波が発生する可能性がないという
　　 ものではありません。

○　浸水域や浸水深は、局所的な地面の凸凹や建築物の影響の
　　 ほか、地震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条
　　 件との差異により、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深が
　　 さらに大きくなったりする場合があります。

○　「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波
　　 防災対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の
　　 発生範囲を決定するものではないことにご注意ください。

○　浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最
　　 大となる場所もあります。

○　「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化
　　 を図示していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が
　　 変化することがあります。

○　この浸水想定図は、３地震を重ね合わせた最大の浸水域を表
　　 示していますが、平成２５年２月に公表した「大分県津波浸水予
　　 測図」と、浸水深等は同一です。

　[用語の解説]

　" 浸水想定について（図1参照）" 

　○浸水域　　　　　：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁
　　　　　　　　　　　　　までの範囲
　○浸水深　　　　　：陸上の各地点で水面が最も高い位置に
　　　　　　　　　　　　　きたときの地面から水面までの高さ
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5m以上　10m未満

4m以上　5m未満

3m以上　4m未満

2m以上　3m未満

1m以上　2m未満

0.3m以上　1.0m未満

0.3m未満
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[留意事項]
○　「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２
　　 ３年法律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、
　　 津波防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。

○　「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発
　　 生した場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）
　　 を表したものです。

○　最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際
　　 に発生した津波や今後発生が想定される津波から設定したも
　　 のであり、これよりも大きな津波が発生する可能性がないという
　　 ものではありません。

○　浸水域や浸水深は、局所的な地面の凸凹や建築物の影響の
　　 ほか、地震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条
　　 件との差異により、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深が
　　 さらに大きくなったりする場合があります。

○　「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波
　　 防災対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の
　　 発生範囲を決定するものではないことにご注意ください。

○　浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最
　　 大となる場所もあります。

○　「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化
　　 を図示していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が
　　 変化することがあります。

○　この浸水想定図は、３地震を重ね合わせた最大の浸水域を表
　　 示していますが、平成２５年２月に公表した「大分県津波浸水予
　　 測図」と、浸水深等は同一です。

　[用語の解説]

　" 浸水想定について（図1参照）" 

　○浸水域　　　　　：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁
　　　　　　　　　　　　　までの範囲
　○浸水深　　　　　：陸上の各地点で水面が最も高い位置に
　　　　　　　　　　　　　きたときの地面から水面までの高さ

10m以上　20m未満

5m以上　10m未満

4m以上　5m未満

3m以上　4m未満

2m以上　3m未満

1m以上　2m未満

0.3m以上　1.0m未満

0.3m未満

凡例
浸水深（m）
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[留意事項]
○　「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２３年法律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、津波防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。        

○　「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発生した場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）を表したものです。        

○　最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際に発生した津波や今後発生が想定される津波から設定したものであり、これよりも大きな津波が発生する可能性がないというものでは
　　 ありません。        

○　浸水域や浸水深は、局所的な地面の凸凹や建築物の影響のほか、地震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条件との差異により、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深がさらに大きく
　　 なったりする場合があります。        

○　「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波防災対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の発生範囲を決定するものではないことにご注意ください。        

○　浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最大となる場所もあります。　　        

○　「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化を図示していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が変化することがあります。        

○　この浸水想定図は、３地震を重ね合わせた最大の浸水域を表示していますが、平成２５年２月に公表した「大分県津波浸水予測図」と、浸水深等は同一です。        
         

[用語の解説]
浸水想定について（図1参照）        

○浸水域 ：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁までの範囲
○浸水深 ：陸上の各地点で水面が最も高い位置にきたときの地面
　　　　　　　 から水面までの高さ    

大分県津波浸水想定　市町村別　佐伯市　（5/49）

1:25,0001:25,000

平成26年3月作成平成26年3月作成

大分県大分県

この地図は国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25000（地図画像）を複製したものである。（承認番号　平25情複、第859号）
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0.3m以上　1.0m未満
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凡例
浸水深（m）
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[留意事項]
○　「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２３年法律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、津波防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。        

○　「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発生した場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）を表したものです。        

○　最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際に発生した津波や今後発生が想定される津波から設定したものであり、これよりも大きな津波が発生する可能性がないというものでは
　　 ありません。        

○　浸水域や浸水深は、局所的な地面の凸凹や建築物の影響のほか、地震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条件との差異により、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深がさらに大きく
　　 なったりする場合があります。        

○　「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波防災対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の発生範囲を決定するものではないことにご注意ください。        

○　浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最大となる場所もあります。　　        

○　「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化を図示していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が変化することがあります。        

○　この浸水想定図は、３地震を重ね合わせた最大の浸水域を表示していますが、平成２５年２月に公表した「大分県津波浸水予測図」と、浸水深等は同一です。        
         

[用語の解説]
浸水想定について（図1参照）        

○浸水域 ：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁までの範囲
○浸水深 ：陸上の各地点で水面が最も高い位置にきたときの地面
　　　　　　　 から水面までの高さ    
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[留意事項]
○　「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２３年法律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、津波防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。        

○　「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発生した場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）を表したものです。        

○　最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際に発生した津波や今後発生が想定される津波から設定したものであり、これよりも大きな津波が発生する可能性がないというものでは
　　 ありません。        

○　浸水域や浸水深は、局所的な地面の凸凹や建築物の影響のほか、地震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条件との差異により、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深がさらに大きく
　　 なったりする場合があります。        

○　「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波防災対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の発生範囲を決定するものではないことにご注意ください。        

○　浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最大となる場所もあります。　　        

○　「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化を図示していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が変化することがあります。        

○　この浸水想定図は、３地震を重ね合わせた最大の浸水域を表示していますが、平成２５年２月に公表した「大分県津波浸水予測図」と、浸水深等は同一です。        
         

[用語の解説]
浸水想定について（図1参照）        

○浸水域 ：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁までの範囲
○浸水深 ：陸上の各地点で水面が最も高い位置にきたときの地面
　　　　　　　 から水面までの高さ    
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[留意事項]
○　「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２３年法律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、津波防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。        

○　「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発生した場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）を表したものです。        

○　最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際に発生した津波や今後発生が想定される津波から設定したものであり、これよりも大きな津波が発生する可能性がないというものでは
　　 ありません。        

○　浸水域や浸水深は、局所的な地面の凸凹や建築物の影響のほか、地震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条件との差異により、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深がさらに大きく
　　 なったりする場合があります。        

○　「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波防災対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の発生範囲を決定するものではないことにご注意ください。        

○　浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最大となる場所もあります。　　        

○　「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化を図示していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が変化することがあります。        

○　この浸水想定図は、３地震を重ね合わせた最大の浸水域を表示していますが、平成２５年２月に公表した「大分県津波浸水予測図」と、浸水深等は同一です。        
         

[用語の解説]
浸水想定について（図1参照）        

○浸水域 ：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁までの範囲
○浸水深 ：陸上の各地点で水面が最も高い位置にきたときの地面
　　　　　　　 から水面までの高さ    
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[留意事項]
○　「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２
　　 ３年法律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、
　　 津波防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。

○　「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発
　　 生した場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）
　　 を表したものです。

○　最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際
　　 に発生した津波や今後発生が想定される津波から設定したも
　　 のであり、これよりも大きな津波が発生する可能性がないという
　　 ものではありません。

○　浸水域や浸水深は、局所的な地面の凸凹や建築物の影響の
　　 ほか、地震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条
　　 件との差異により、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深が
　　 さらに大きくなったりする場合があります。

○　「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波
　　 防災対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の
　　 発生範囲を決定するものではないことにご注意ください。

○　浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最
　　 大となる場所もあります。

○　「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化
　　 を図示していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が
　　 変化することがあります。

○　この浸水想定図は、３地震を重ね合わせた最大の浸水域を表
　　 示していますが、平成２５年２月に公表した「大分県津波浸水予
　　 測図」と、浸水深等は同一です。

　[用語の解説]

　" 浸水想定について（図1参照）" 

　○浸水域　　　　　：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁
　　　　　　　　　　　　　までの範囲
　○浸水深　　　　　：陸上の各地点で水面が最も高い位置に
　　　　　　　　　　　　　きたときの地面から水面までの高さ
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平成26年3月作成この地図は国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25000（地図画像）を複製したものである。（承認番号　平25情複、第859号）
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[留意事項]
○　「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２３年法律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、津波防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。        

○　「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発生した場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）を表したものです。        

○　最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際に発生した津波や今後発生が想定される津波から設定したものであり、これよりも大きな津波が発生する可能性がないというものでは
　　 ありません。        

○　浸水域や浸水深は、局所的な地面の凸凹や建築物の影響のほか、地震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条件との差異により、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深がさらに大きく
　　 なったりする場合があります。        

○　「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波防災対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の発生範囲を決定するものではないことにご注意ください。        

○　浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最大となる場所もあります。　　        

○　「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化を図示していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が変化することがあります。        

○　この浸水想定図は、３地震を重ね合わせた最大の浸水域を表示していますが、平成２５年２月に公表した「大分県津波浸水予測図」と、浸水深等は同一です。        
         

[用語の解説]
浸水想定について（図1参照）        

○浸水域 ：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁までの範囲
○浸水深 ：陸上の各地点で水面が最も高い位置にきたときの地面
　　　　　　　 から水面までの高さ    
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[留意事項]
○　「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２
　　 ３年法律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、
　　 津波防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。

○　「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発
　　 生した場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）
　　 を表したものです。

○　最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際
　　 に発生した津波や今後発生が想定される津波から設定したも
　　 のであり、これよりも大きな津波が発生する可能性がないという
　　 ものではありません。

○　浸水域や浸水深は、局所的な地面の凸凹や建築物の影響の
　　 ほか、地震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条
　　 件との差異により、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深が
　　 さらに大きくなったりする場合があります。

○　「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波
　　 防災対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の
　　 発生範囲を決定するものではないことにご注意ください。

○　浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最
　　 大となる場所もあります。

○　「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化
　　 を図示していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が
　　 変化することがあります。

○　この浸水想定図は、３地震を重ね合わせた最大の浸水域を表
　　 示していますが、平成２５年２月に公表した「大分県津波浸水予
　　 測図」と、浸水深等は同一です。

　[用語の解説]

　" 浸水想定について（図1参照）" 

　○浸水域　　　　　：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁
　　　　　　　　　　　　　までの範囲
　○浸水深　　　　　：陸上の各地点で水面が最も高い位置に
　　　　　　　　　　　　　きたときの地面から水面までの高さ
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[留意事項]
○　「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２
　　 ３年法律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、
　　 津波防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。

○　「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発
　　 生した場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）
　　 を表したものです。

○　最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際
　　 に発生した津波や今後発生が想定される津波から設定したも
　　 のであり、これよりも大きな津波が発生する可能性がないという
　　 ものではありません。

○　浸水域や浸水深は、局所的な地面の凸凹や建築物の影響の
　　 ほか、地震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条
　　 件との差異により、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深が
　　 さらに大きくなったりする場合があります。

○　「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波
　　 防災対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の
　　 発生範囲を決定するものではないことにご注意ください。

○　浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最
　　 大となる場所もあります。

○　「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化
　　 を図示していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が
　　 変化することがあります。

○　この浸水想定図は、３地震を重ね合わせた最大の浸水域を表
　　 示していますが、平成２５年２月に公表した「大分県津波浸水予
　　 測図」と、浸水深等は同一です。

　[用語の解説]

　" 浸水想定について（図1参照）" 

　○浸水域　　　　　：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁
　　　　　　　　　　　　　までの範囲
　○浸水深　　　　　：陸上の各地点で水面が最も高い位置に
　　　　　　　　　　　　　きたときの地面から水面までの高さ

10m以上　20m未満

5m以上　10m未満

4m以上　5m未満

3m以上　4m未満

2m以上　3m未満

1m以上　2m未満

0.3m以上　1.0m未満

0.3m未満

凡例
浸水深（m）

大分県津波浸水想定　市町村別　佐伯市　（12/49）

東京湾平均海面（T.P.）

浸水深（m）

海岸線

浸水域（浸水深ごとに着色）

図1 浸水想定の用語

大分県

平成26年3月作成この地図は国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25000（地図画像）を複製したものである。（承認番号　平25情複、第859号）
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[留意事項]
○　「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２
　　 ３年法律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、
　　 津波防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。

○　「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発
　　 生した場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）
　　 を表したものです。

○　最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際
　　 に発生した津波や今後発生が想定される津波から設定したも
　　 のであり、これよりも大きな津波が発生する可能性がないという
　　 ものではありません。

○　浸水域や浸水深は、局所的な地面の凸凹や建築物の影響の
　　 ほか、地震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条
　　 件との差異により、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深が
　　 さらに大きくなったりする場合があります。

○　「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波
　　 防災対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の
　　 発生範囲を決定するものではないことにご注意ください。

○　浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最
　　 大となる場所もあります。

○　「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化
　　 を図示していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が
　　 変化することがあります。

○　この浸水想定図は、３地震を重ね合わせた最大の浸水域を表
　　 示していますが、平成２５年２月に公表した「大分県津波浸水予
　　 測図」と、浸水深等は同一です。

　[用語の解説]

　" 浸水想定について（図1参照）" 

　○浸水域　　　　　：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁
　　　　　　　　　　　　　までの範囲
　○浸水深　　　　　：陸上の各地点で水面が最も高い位置に
　　　　　　　　　　　　　きたときの地面から水面までの高さ

10m以上　20m未満

5m以上　10m未満

4m以上　5m未満

3m以上　4m未満

2m以上　3m未満

1m以上　2m未満

0.3m以上　1.0m未満

0.3m未満

凡例
浸水深（m）

大分県津波浸水想定　市町村別　佐伯市　（13/49）

東京湾平均海面（T.P.）
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海岸線

浸水域（浸水深ごとに着色）

図1 浸水想定の用語
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平成26年3月作成この地図は国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25000（地図画像）を複製したものである。（承認番号　平25情複、第859号）
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[留意事項]
○　「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２３年法律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、津波防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。        

○　「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発生した場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）を表したものです。        

○　最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際に発生した津波や今後発生が想定される津波から設定したものであり、これよりも大きな津波が発生する可能性がないというものでは
　　 ありません。        

○　浸水域や浸水深は、局所的な地面の凸凹や建築物の影響のほか、地震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条件との差異により、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深がさらに大きく
　　 なったりする場合があります。        

○　「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波防災対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の発生範囲を決定するものではないことにご注意ください。        

○　浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最大となる場所もあります。　　        

○　「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化を図示していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が変化することがあります。        

○　この浸水想定図は、３地震を重ね合わせた最大の浸水域を表示していますが、平成２５年２月に公表した「大分県津波浸水予測図」と、浸水深等は同一です。        
         

[用語の解説]
浸水想定について（図1参照）        

○浸水域 ：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁までの範囲
○浸水深 ：陸上の各地点で水面が最も高い位置にきたときの地面
　　　　　　　 から水面までの高さ    

大分県津波浸水想定　市町村別　佐伯市　（14/49）

1:25,0001:25,000

平成26年3月作成平成26年3月作成

大分県大分県

この地図は国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25000（地図画像）を複製したものである。（承認番号　平25情複、第859号）
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5m以上　10m未満
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3m以上　4m未満

2m以上　3m未満

1m以上　2m未満

0.3m以上　1.0m未満

0.3m未満

凡例
浸水深（m）
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[留意事項]
○　「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２３年法律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、津波防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。        

○　「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発生した場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）を表したものです。        

○　最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際に発生した津波や今後発生が想定される津波から設定したものであり、これよりも大きな津波が発生する可能性がないというものでは
　　 ありません。        

○　浸水域や浸水深は、局所的な地面の凸凹や建築物の影響のほか、地震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条件との差異により、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深がさらに大きく
　　 なったりする場合があります。        

○　「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波防災対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の発生範囲を決定するものではないことにご注意ください。        

○　浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最大となる場所もあります。　　        

○　「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化を図示していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が変化することがあります。        

○　この浸水想定図は、３地震を重ね合わせた最大の浸水域を表示していますが、平成２５年２月に公表した「大分県津波浸水予測図」と、浸水深等は同一です。        
         

[用語の解説]
浸水想定について（図1参照）        

○浸水域 ：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁までの範囲
○浸水深 ：陸上の各地点で水面が最も高い位置にきたときの地面
　　　　　　　 から水面までの高さ    

大分県津波浸水想定　市町村別　佐伯市　（15/49）

1:25,0001:25,000

平成26年3月作成平成26年3月作成

大分県大分県

この地図は国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25000（地図画像）を複製したものである。（承認番号　平25情複、第859号）

10m以上　20m未満

5m以上　10m未満

4m以上　5m未満

3m以上　4m未満

2m以上　3m未満

1m以上　2m未満

0.3m以上　1.0m未満

0.3m未満

凡例
浸水深（m）
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[留意事項]
○　「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２
　　 ３年法律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、
　　 津波防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。

○　「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発
　　 生した場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）
　　 を表したものです。

○　最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際
　　 に発生した津波や今後発生が想定される津波から設定したも
　　 のであり、これよりも大きな津波が発生する可能性がないという
　　 ものではありません。

○　浸水域や浸水深は、局所的な地面の凸凹や建築物の影響の
　　 ほか、地震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条
　　 件との差異により、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深が
　　 さらに大きくなったりする場合があります。

○　「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波
　　 防災対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の
　　 発生範囲を決定するものではないことにご注意ください。

○　浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最
　　 大となる場所もあります。

○　「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化
　　 を図示していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が
　　 変化することがあります。

○　この浸水想定図は、３地震を重ね合わせた最大の浸水域を表
　　 示していますが、平成２５年２月に公表した「大分県津波浸水予
　　 測図」と、浸水深等は同一です。

　[用語の解説]

　" 浸水想定について（図1参照）" 

　○浸水域　　　　　：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁
　　　　　　　　　　　　　までの範囲
　○浸水深　　　　　：陸上の各地点で水面が最も高い位置に
　　　　　　　　　　　　　きたときの地面から水面までの高さ

10m以上　20m未満

5m以上　10m未満

4m以上　5m未満

3m以上　4m未満

2m以上　3m未満

1m以上　2m未満

0.3m以上　1.0m未満

0.3m未満

凡例
浸水深（m）

大分県津波浸水想定　市町村別　津久見市　（16/49）

東京湾平均海面（T.P.）

浸水深（m）

海岸線

浸水域（浸水深ごとに着色）

図1 浸水想定の用語
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平成26年3月作成この地図は国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25000（地図画像）を複製したものである。（承認番号　平25情複、第859号）
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[留意事項]
○　「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２３年法律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、津波防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。        

○　「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発生した場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）を表したものです。        

○　最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際に発生した津波や今後発生が想定される津波から設定したものであり、これよりも大きな津波が発生する可能性がないというものでは
　　 ありません。        

○　浸水域や浸水深は、局所的な地面の凸凹や建築物の影響のほか、地震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条件との差異により、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深がさらに大きく
　　 なったりする場合があります。        

○　「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波防災対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の発生範囲を決定するものではないことにご注意ください。        

○　浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最大となる場所もあります。　　        

○　「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化を図示していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が変化することがあります。        

○　この浸水想定図は、３地震を重ね合わせた最大の浸水域を表示していますが、平成２５年２月に公表した「大分県津波浸水予測図」と、浸水深等は同一です。        
         

[用語の解説]
浸水想定について（図1参照）        

○浸水域 ：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁までの範囲
○浸水深 ：陸上の各地点で水面が最も高い位置にきたときの地面
　　　　　　　 から水面までの高さ    

大分県津波浸水想定　市町村別　津久見市　（17/49）

1:25,0001:25,000

平成26年3月作成平成26年3月作成

大分県大分県

この地図は国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25000（地図画像）を複製したものである。（承認番号　平25情複、第859号）
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凡例
浸水深（m）
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図1 浸水想定の用語
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[留意事項]
○　「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２３年法律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、津波防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。        

○　「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発生した場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）を表したものです。        

○　最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際に発生した津波や今後発生が想定される津波から設定したものであり、これよりも大きな津波が発生する可能性がないというものでは
　　 ありません。        

○　浸水域や浸水深は、局所的な地面の凸凹や建築物の影響のほか、地震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条件との差異により、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深がさらに大きく
　　 なったりする場合があります。        

○　「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波防災対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の発生範囲を決定するものではないことにご注意ください。        

○　浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最大となる場所もあります。　　        

○　「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化を図示していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が変化することがあります。        

○　この浸水想定図は、３地震を重ね合わせた最大の浸水域を表示していますが、平成２５年２月に公表した「大分県津波浸水予測図」と、浸水深等は同一です。        
         

[用語の解説]
浸水想定について（図1参照）        

○浸水域 ：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁までの範囲
○浸水深 ：陸上の各地点で水面が最も高い位置にきたときの地面
　　　　　　　 から水面までの高さ    

大分県津波浸水想定　市町村別　津久見市　（18/49）
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この地図は国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25000（地図画像）を複製したものである。（承認番号　平25情複、第859号）
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図1 浸水想定の用語
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[留意事項]
○　「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２３年法律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、津波防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。        

○　「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発生した場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）を表したものです。        

○　最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際に発生した津波や今後発生が想定される津波から設定したものであり、これよりも大きな津波が発生する可能性がないというものでは
　　 ありません。        

○　浸水域や浸水深は、局所的な地面の凸凹や建築物の影響のほか、地震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条件との差異により、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深がさらに大きく
　　 なったりする場合があります。        

○　「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波防災対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の発生範囲を決定するものではないことにご注意ください。        

○　浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最大となる場所もあります。　　        

○　「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化を図示していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が変化することがあります。        

○　この浸水想定図は、３地震を重ね合わせた最大の浸水域を表示していますが、平成２５年２月に公表した「大分県津波浸水予測図」と、浸水深等は同一です。        
         

[用語の解説]
浸水想定について（図1参照）        

○浸水域 ：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁までの範囲
○浸水深 ：陸上の各地点で水面が最も高い位置にきたときの地面
　　　　　　　 から水面までの高さ    
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この地図は国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25000（地図画像）を複製したものである。（承認番号　平25情複、第859号）
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[留意事項]
○　「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２３年法律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、津波防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。        

○　「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発生した場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）を表したものです。        

○　最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際に発生した津波や今後発生が想定される津波から設定したものであり、これよりも大きな津波が発生する可能性がないというものでは
　　 ありません。        

○　浸水域や浸水深は、局所的な地面の凸凹や建築物の影響のほか、地震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条件との差異により、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深がさらに大きく
　　 なったりする場合があります。        

○　「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波防災対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の発生範囲を決定するものではないことにご注意ください。        

○　浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最大となる場所もあります。　　        

○　「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化を図示していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が変化することがあります。        

○　この浸水想定図は、３地震を重ね合わせた最大の浸水域を表示していますが、平成２５年２月に公表した「大分県津波浸水予測図」と、浸水深等は同一です。        
         

[用語の解説]
浸水想定について（図1参照）        

○浸水域 ：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁までの範囲
○浸水深 ：陸上の各地点で水面が最も高い位置にきたときの地面
　　　　　　　 から水面までの高さ    
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この地図は国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25000（地図画像）を複製したものである。（承認番号　平25情複、第859号）
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[留意事項]
○　「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２３年法律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、津波防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。        

○　「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発生した場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）を表したものです。        

○　最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際に発生した津波や今後発生が想定される津波から設定したものであり、これよりも大きな津波が発生する可能性がないというものでは
　　 ありません。        

○　浸水域や浸水深は、局所的な地面の凸凹や建築物の影響のほか、地震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条件との差異により、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深がさらに大きく
　　 なったりする場合があります。        

○　「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波防災対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の発生範囲を決定するものではないことにご注意ください。        

○　浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最大となる場所もあります。　　        

○　「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化を図示していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が変化することがあります。        

○　この浸水想定図は、３地震を重ね合わせた最大の浸水域を表示していますが、平成２５年２月に公表した「大分県津波浸水予測図」と、浸水深等は同一です。        
         

[用語の解説]
浸水想定について（図1参照）        

○浸水域 ：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁までの範囲
○浸水深 ：陸上の各地点で水面が最も高い位置にきたときの地面
　　　　　　　 から水面までの高さ    

大分県津波浸水想定　市町村別　臼杵市　（21/49）
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平成26年3月作成平成26年3月作成
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この地図は国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25000（地図画像）を複製したものである。（承認番号　平25情複、第859号）
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[留意事項]
○　「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２
　　 ３年法律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、
　　 津波防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。

○　「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発
　　 生した場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）
　　 を表したものです。

○　最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際
　　 に発生した津波や今後発生が想定される津波から設定したも
　　 のであり、これよりも大きな津波が発生する可能性がないという
　　 ものではありません。

○　浸水域や浸水深は、局所的な地面の凸凹や建築物の影響の
　　 ほか、地震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条
　　 件との差異により、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深が
　　 さらに大きくなったりする場合があります。

○　「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波
　　 防災対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の
　　 発生範囲を決定するものではないことにご注意ください。

○　浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最
　　 大となる場所もあります。

○　「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化
　　 を図示していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が
　　 変化することがあります。

○　この浸水想定図は、３地震を重ね合わせた最大の浸水域を表
　　 示していますが、平成２５年２月に公表した「大分県津波浸水予
　　 測図」と、浸水深等は同一です。

　[用語の解説]

　" 浸水想定について（図1参照）" 

　○浸水域　　　　　：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁
　　　　　　　　　　　　　までの範囲
　○浸水深　　　　　：陸上の各地点で水面が最も高い位置に
　　　　　　　　　　　　　きたときの地面から水面までの高さ
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4m以上　5m未満
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1m以上　2m未満

0.3m以上　1.0m未満

0.3m未満
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図1 浸水想定の用語
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平成26年3月作成この地図は国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25000（地図画像）を複製したものである。（承認番号　平25情複、第859号）
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[留意事項]
○　「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２
　　 ３年法律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、
　　 津波防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。

○　「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発
　　 生した場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）
　　 を表したものです。

○　最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際
　　 に発生した津波や今後発生が想定される津波から設定したも
　　 のであり、これよりも大きな津波が発生する可能性がないという
　　 ものではありません。

○　浸水域や浸水深は、局所的な地面の凸凹や建築物の影響の
　　 ほか、地震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条
　　 件との差異により、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深が
　　 さらに大きくなったりする場合があります。

○　「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波
　　 防災対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の
　　 発生範囲を決定するものではないことにご注意ください。

○　浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最
　　 大となる場所もあります。

○　「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化
　　 を図示していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が
　　 変化することがあります。

○　この浸水想定図は、３地震を重ね合わせた最大の浸水域を表
　　 示していますが、平成２５年２月に公表した「大分県津波浸水予
　　 測図」と、浸水深等は同一です。

　[用語の解説]

　" 浸水想定について（図1参照）" 

　○浸水域　　　　　：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁
　　　　　　　　　　　　　までの範囲
　○浸水深　　　　　：陸上の各地点で水面が最も高い位置に
　　　　　　　　　　　　　きたときの地面から水面までの高さ

10m以上　20m未満

5m以上　10m未満

4m以上　5m未満

3m以上　4m未満

2m以上　3m未満
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0.3m未満
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図1 浸水想定の用語
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平成26年3月作成この地図は国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25000（地図画像）を複製したものである。（承認番号　平25情複、第859号）
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[留意事項]
○　「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２
　　 ３年法律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、
　　 津波防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。

○　「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発
　　 生した場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）
　　 を表したものです。

○　最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際
　　 に発生した津波や今後発生が想定される津波から設定したも
　　 のであり、これよりも大きな津波が発生する可能性がないという
　　 ものではありません。

○　浸水域や浸水深は、局所的な地面の凸凹や建築物の影響の
　　 ほか、地震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条
　　 件との差異により、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深が
　　 さらに大きくなったりする場合があります。

○　「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波
　　 防災対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の
　　 発生範囲を決定するものではないことにご注意ください。

○　浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最
　　 大となる場所もあります。

○　「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化
　　 を図示していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が
　　 変化することがあります。

○　この浸水想定図は、３地震を重ね合わせた最大の浸水域を表
　　 示していますが、平成２５年２月に公表した「大分県津波浸水予
　　 測図」と、浸水深等は同一です。

　[用語の解説]

　" 浸水想定について（図1参照）" 

　○浸水域　　　　　：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁
　　　　　　　　　　　　　までの範囲
　○浸水深　　　　　：陸上の各地点で水面が最も高い位置に
　　　　　　　　　　　　　きたときの地面から水面までの高さ

10m以上　20m未満

5m以上　10m未満

4m以上　5m未満

3m以上　4m未満

2m以上　3m未満

1m以上　2m未満

0.3m以上　1.0m未満

0.3m未満

凡例
浸水深（m）

大分県津波浸水想定　市町村別　大分市　（24/49）

東京湾平均海面（T.P.）

浸水深（m）

海岸線

浸水域（浸水深ごとに着色）
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平成26年3月作成この地図は国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25000（地図画像）を複製したものである。（承認番号　平25情複、第859号）
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[留意事項]
○　「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２
　　 ３年法律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、
　　 津波防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。

○　「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発
　　 生した場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）
　　 を表したものです。

○　最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際
　　 に発生した津波や今後発生が想定される津波から設定したも
　　 のであり、これよりも大きな津波が発生する可能性がないという
　　 ものではありません。

○　浸水域や浸水深は、局所的な地面の凸凹や建築物の影響の
　　 ほか、地震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条
　　 件との差異により、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深が
　　 さらに大きくなったりする場合があります。

○　「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波
　　 防災対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の
　　 発生範囲を決定するものではないことにご注意ください。

○　浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最
　　 大となる場所もあります。

○　「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化
　　 を図示していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が
　　 変化することがあります。

○　この浸水想定図は、３地震を重ね合わせた最大の浸水域を表
　　 示していますが、平成２５年２月に公表した「大分県津波浸水予
　　 測図」と、浸水深等は同一です。

　[用語の解説]

　" 浸水想定について（図1参照）" 

　○浸水域　　　　　：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁
　　　　　　　　　　　　　までの範囲
　○浸水深　　　　　：陸上の各地点で水面が最も高い位置に
　　　　　　　　　　　　　きたときの地面から水面までの高さ

10m以上　20m未満

5m以上　10m未満

4m以上　5m未満

3m以上　4m未満

2m以上　3m未満

1m以上　2m未満

0.3m以上　1.0m未満

0.3m未満

凡例
浸水深（m）

大分県津波浸水想定　市町村別　大分市　（25/49）

東京湾平均海面（T.P.）

浸水深（m）

海岸線

浸水域（浸水深ごとに着色）
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大分県

平成26年3月作成この地図は国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25000（地図画像）を複製したものである。（承認番号　平25情複、第859号）
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[留意事項]
○　「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２３年法律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、津波防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。        

○　「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発生した場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）を表したものです。        

○　最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際に発生した津波や今後発生が想定される津波から設定したものであり、これよりも大きな津波が発生する可能性がないというものでは
　　 ありません。        

○　浸水域や浸水深は、局所的な地面の凸凹や建築物の影響のほか、地震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条件との差異により、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深がさらに大きく
　　 なったりする場合があります。        

○　「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波防災対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の発生範囲を決定するものではないことにご注意ください。        

○　浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最大となる場所もあります。　　        

○　「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化を図示していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が変化することがあります。        

○　この浸水想定図は、３地震を重ね合わせた最大の浸水域を表示していますが、平成２５年２月に公表した「大分県津波浸水予測図」と、浸水深等は同一です。        
         

[用語の解説]
浸水想定について（図1参照）        

○浸水域 ：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁までの範囲
○浸水深 ：陸上の各地点で水面が最も高い位置にきたときの地面
　　　　　　　 から水面までの高さ    

大分県津波浸水想定　市町村別　大分市　（26/49）

1:25,0001:25,000
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この地図は国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25000（地図画像）を複製したものである。（承認番号　平25情複、第859号）
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[留意事項]
○　「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２３年法律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、津波防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。        

○　「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発生した場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）を表したものです。        

○　最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際に発生した津波や今後発生が想定される津波から設定したものであり、これよりも大きな津波が発生する可能性がないというものでは
　　 ありません。        

○　浸水域や浸水深は、局所的な地面の凸凹や建築物の影響のほか、地震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条件との差異により、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深がさらに大きく
　　 なったりする場合があります。        

○　「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波防災対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の発生範囲を決定するものではないことにご注意ください。        

○　浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最大となる場所もあります。　　        

○　「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化を図示していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が変化することがあります。        

○　この浸水想定図は、３地震を重ね合わせた最大の浸水域を表示していますが、平成２５年２月に公表した「大分県津波浸水予測図」と、浸水深等は同一です。        
         

[用語の解説]
浸水想定について（図1参照）        

○浸水域 ：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁までの範囲
○浸水深 ：陸上の各地点で水面が最も高い位置にきたときの地面
　　　　　　　 から水面までの高さ    
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この地図は国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25000（地図画像）を複製したものである。（承認番号　平25情複、第859号）
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[留意事項]
○　「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２３年法律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、津波防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。        

○　「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発生した場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）を表したものです。        

○　最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際に発生した津波や今後発生が想定される津波から設定したものであり、これよりも大きな津波が発生する可能性がないというものでは
　　 ありません。        

○　浸水域や浸水深は、局所的な地面の凸凹や建築物の影響のほか、地震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条件との差異により、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深がさらに大きく
　　 なったりする場合があります。        

○　「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波防災対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の発生範囲を決定するものではないことにご注意ください。        

○　浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最大となる場所もあります。　　        

○　「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化を図示していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が変化することがあります。        

○　この浸水想定図は、３地震を重ね合わせた最大の浸水域を表示していますが、平成２５年２月に公表した「大分県津波浸水予測図」と、浸水深等は同一です。        
         

[用語の解説]
浸水想定について（図1参照）        

○浸水域 ：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁までの範囲
○浸水深 ：陸上の各地点で水面が最も高い位置にきたときの地面
　　　　　　　 から水面までの高さ    
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この地図は国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25000（地図画像）を複製したものである。（承認番号　平25情複、第859号）
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[留意事項]
○　「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２
　　 ３年法律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、
　　 津波防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。

○　「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発
　　 生した場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）
　　 を表したものです。

○　最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際
　　 に発生した津波や今後発生が想定される津波から設定したも
　　 のであり、これよりも大きな津波が発生する可能性がないという
　　 ものではありません。

○　浸水域や浸水深は、局所的な地面の凸凹や建築物の影響の
　　 ほか、地震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条
　　 件との差異により、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深が
　　 さらに大きくなったりする場合があります。

○　「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波
　　 防災対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の
　　 発生範囲を決定するものではないことにご注意ください。

○　浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最
　　 大となる場所もあります。

○　「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化
　　 を図示していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が
　　 変化することがあります。

○　この浸水想定図は、３地震を重ね合わせた最大の浸水域を表
　　 示していますが、平成２５年２月に公表した「大分県津波浸水予
　　 測図」と、浸水深等は同一です。

　[用語の解説]

　" 浸水想定について（図1参照）" 

　○浸水域　　　　　：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁
　　　　　　　　　　　　　までの範囲
　○浸水深　　　　　：陸上の各地点で水面が最も高い位置に
　　　　　　　　　　　　　きたときの地面から水面までの高さ

10m以上　20m未満

5m以上　10m未満

4m以上　5m未満

3m以上　4m未満
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凡例
浸水深（m）
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[留意事項]
○　「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２３年法律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、津波防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。        

○　「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発生した場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）を表したものです。        

○　最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際に発生した津波や今後発生が想定される津波から設定したものであり、これよりも大きな津波が発生する可能性がないというものでは
　　 ありません。        

○　浸水域や浸水深は、局所的な地面の凸凹や建築物の影響のほか、地震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条件との差異により、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深がさらに大きく
　　 なったりする場合があります。        

○　「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波防災対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の発生範囲を決定するものではないことにご注意ください。        

○　浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最大となる場所もあります。　　        

○　「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化を図示していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が変化することがあります。        

○　この浸水想定図は、３地震を重ね合わせた最大の浸水域を表示していますが、平成２５年２月に公表した「大分県津波浸水予測図」と、浸水深等は同一です。        
         

[用語の解説]
浸水想定について（図1参照）        

○浸水域 ：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁までの範囲
○浸水深 ：陸上の各地点で水面が最も高い位置にきたときの地面
　　　　　　　 から水面までの高さ    

大分県津波浸水想定　市町村別　大分市　（30/49）

1:25,0001:25,000

平成26年3月作成平成26年3月作成

大分県大分県

この地図は国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25000（地図画像）を複製したものである。（承認番号　平25情複、第859号）
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0.3m未満

凡例
浸水深（m）
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[留意事項]
○　「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２
　　 ３年法律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、
　　 津波防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。

○　「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発
　　 生した場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）
　　 を表したものです。

○　最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際
　　 に発生した津波や今後発生が想定される津波から設定したも
　　 のであり、これよりも大きな津波が発生する可能性がないという
　　 ものではありません。

○　浸水域や浸水深は、局所的な地面の凸凹や建築物の影響の
　　 ほか、地震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条
　　 件との差異により、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深が
　　 さらに大きくなったりする場合があります。

○　「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波
　　 防災対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の
　　 発生範囲を決定するものではないことにご注意ください。

○　浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最
　　 大となる場所もあります。

○　「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化
　　 を図示していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が
　　 変化することがあります。

○　この浸水想定図は、３地震を重ね合わせた最大の浸水域を表
　　 示していますが、平成２５年２月に公表した「大分県津波浸水予
　　 測図」と、浸水深等は同一です。

　[用語の解説]

　" 浸水想定について（図1参照）" 

　○浸水域　　　　　：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁
　　　　　　　　　　　　　までの範囲
　○浸水深　　　　　：陸上の各地点で水面が最も高い位置に
　　　　　　　　　　　　　きたときの地面から水面までの高さ
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4m以上　5m未満

3m以上　4m未満

2m以上　3m未満

1m以上　2m未満

0.3m以上　1.0m未満

0.3m未満

凡例
浸水深（m）

大分県津波浸水想定　市町村別　大分市　（31/49）
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図1 浸水想定の用語

大分県

平成26年3月作成この地図は国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25000（地図画像）を複製したものである。（承認番号　平25情複、第859号）
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[留意事項]
○　「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２３年法律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、津波防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。        

○　「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発生した場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）を表したものです。        

○　最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際に発生した津波や今後発生が想定される津波から設定したものであり、これよりも大きな津波が発生する可能性がないというものでは
　　 ありません。        

○　浸水域や浸水深は、局所的な地面の凸凹や建築物の影響のほか、地震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条件との差異により、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深がさらに大きく
　　 なったりする場合があります。        

○　「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波防災対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の発生範囲を決定するものではないことにご注意ください。        

○　浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最大となる場所もあります。　　        

○　「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化を図示していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が変化することがあります。        

○　この浸水想定図は、３地震を重ね合わせた最大の浸水域を表示していますが、平成２５年２月に公表した「大分県津波浸水予測図」と、浸水深等は同一です。        
         

[用語の解説]
浸水想定について（図1参照）        

○浸水域 ：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁までの範囲
○浸水深 ：陸上の各地点で水面が最も高い位置にきたときの地面
　　　　　　　 から水面までの高さ    

大分県津波浸水想定　市町村別　別府市　（32/49）

1:25,0001:25,000

平成26年3月作成平成26年3月作成

大分県大分県

この地図は国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25000（地図画像）を複製したものである。（承認番号　平25情複、第859号）
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[留意事項]
○　「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２
　　 ３年法律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、
　　 津波防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。

○　「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発
　　 生した場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）
　　 を表したものです。

○　最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際
　　 に発生した津波や今後発生が想定される津波から設定したも
　　 のであり、これよりも大きな津波が発生する可能性がないという
　　 ものではありません。

○　浸水域や浸水深は、局所的な地面の凸凹や建築物の影響の
　　 ほか、地震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条
　　 件との差異により、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深が
　　 さらに大きくなったりする場合があります。

○　「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波
　　 防災対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の
　　 発生範囲を決定するものではないことにご注意ください。

○　浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最
　　 大となる場所もあります。

○　「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化
　　 を図示していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が
　　 変化することがあります。

○　この浸水想定図は、３地震を重ね合わせた最大の浸水域を表
　　 示していますが、平成２５年２月に公表した「大分県津波浸水予
　　 測図」と、浸水深等は同一です。

　[用語の解説]

　" 浸水想定について（図1参照）" 

　○浸水域　　　　　：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁
　　　　　　　　　　　　　までの範囲
　○浸水深　　　　　：陸上の各地点で水面が最も高い位置に
　　　　　　　　　　　　　きたときの地面から水面までの高さ

10m以上　20m未満

5m以上　10m未満

4m以上　5m未満

3m以上　4m未満

2m以上　3m未満

1m以上　2m未満

0.3m以上　1.0m未満

0.3m未満

凡例
浸水深（m）

大分県津波浸水想定　市町村別　別府市　（33/49）
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図1 浸水想定の用語
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平成26年3月作成この地図は国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25000（地図画像）を複製したものである。（承認番号　平25情複、第859号）
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[留意事項]
○　「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２３年法律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、津波防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。        

○　「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発生した場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）を表したものです。        

○　最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際に発生した津波や今後発生が想定される津波から設定したものであり、これよりも大きな津波が発生する可能性がないというものでは
　　 ありません。        

○　浸水域や浸水深は、局所的な地面の凸凹や建築物の影響のほか、地震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条件との差異により、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深がさらに大きく
　　 なったりする場合があります。        

○　「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波防災対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の発生範囲を決定するものではないことにご注意ください。        

○　浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最大となる場所もあります。　　        

○　「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化を図示していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が変化することがあります。        

○　この浸水想定図は、３地震を重ね合わせた最大の浸水域を表示していますが、平成２５年２月に公表した「大分県津波浸水予測図」と、浸水深等は同一です。        
         

[用語の解説]
浸水想定について（図1参照）        

○浸水域 ：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁までの範囲
○浸水深 ：陸上の各地点で水面が最も高い位置にきたときの地面
　　　　　　　 から水面までの高さ    

大分県津波浸水想定　市町村別　日出町　（34/49）

1:25,0001:25,000

平成26年3月作成平成26年3月作成

大分県大分県

この地図は国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25000（地図画像）を複製したものである。（承認番号　平25情複、第859号）
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凡例
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[留意事項]
○　「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２３年法律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、津波防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。        

○　「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発生した場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）を表したものです。        

○　最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際に発生した津波や今後発生が想定される津波から設定したものであり、これよりも大きな津波が発生する可能性がないというものでは
　　 ありません。        

○　浸水域や浸水深は、局所的な地面の凸凹や建築物の影響のほか、地震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条件との差異により、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深がさらに大きく
　　 なったりする場合があります。        

○　「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波防災対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の発生範囲を決定するものではないことにご注意ください。        

○　浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最大となる場所もあります。　　        

○　「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化を図示していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が変化することがあります。        

○　この浸水想定図は、３地震を重ね合わせた最大の浸水域を表示していますが、平成２５年２月に公表した「大分県津波浸水予測図」と、浸水深等は同一です。        
         

[用語の解説]
浸水想定について（図1参照）        

○浸水域 ：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁までの範囲
○浸水深 ：陸上の各地点で水面が最も高い位置にきたときの地面
　　　　　　　 から水面までの高さ    

大分県津波浸水想定　市町村別　杵築市　（35/49）
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この地図は国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25000（地図画像）を複製したものである。（承認番号　平25情複、第859号）
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[留意事項]
○　「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２３年法律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、津波防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。        

○　「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発生した場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）を表したものです。        

○　最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際に発生した津波や今後発生が想定される津波から設定したものであり、これよりも大きな津波が発生する可能性がないというものでは
　　 ありません。        

○　浸水域や浸水深は、局所的な地面の凸凹や建築物の影響のほか、地震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条件との差異により、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深がさらに大きく
　　 なったりする場合があります。        

○　「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波防災対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の発生範囲を決定するものではないことにご注意ください。        

○　浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最大となる場所もあります。　　        

○　「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化を図示していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が変化することがあります。        

○　この浸水想定図は、３地震を重ね合わせた最大の浸水域を表示していますが、平成２５年２月に公表した「大分県津波浸水予測図」と、浸水深等は同一です。        
         

[用語の解説]
浸水想定について（図1参照）        

○浸水域 ：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁までの範囲
○浸水深 ：陸上の各地点で水面が最も高い位置にきたときの地面
　　　　　　　 から水面までの高さ    
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この地図は国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25000（地図画像）を複製したものである。（承認番号　平25情複、第859号）
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図1 浸水想定の用語
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[留意事項]
○　「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２３年法律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、津波防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。        

○　「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発生した場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）を表したものです。        

○　最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際に発生した津波や今後発生が想定される津波から設定したものであり、これよりも大きな津波が発生する可能性がないというものでは
　　 ありません。        

○　浸水域や浸水深は、局所的な地面の凸凹や建築物の影響のほか、地震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条件との差異により、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深がさらに大きく
　　 なったりする場合があります。        

○　「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波防災対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の発生範囲を決定するものではないことにご注意ください。        

○　浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最大となる場所もあります。　　        

○　「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化を図示していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が変化することがあります。        

○　この浸水想定図は、３地震を重ね合わせた最大の浸水域を表示していますが、平成２５年２月に公表した「大分県津波浸水予測図」と、浸水深等は同一です。        
         

[用語の解説]
浸水想定について（図1参照）        

○浸水域 ：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁までの範囲
○浸水深 ：陸上の各地点で水面が最も高い位置にきたときの地面
　　　　　　　 から水面までの高さ    

大分県津波浸水想定　市町村別　杵築市　（37/49）

1:25,0001:25,000

平成26年3月作成平成26年3月作成
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この地図は国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25000（地図画像）を複製したものである。（承認番号　平25情複、第859号）
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[留意事項]
○　「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２
　　 ３年法律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、
　　 津波防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。

○　「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発
　　 生した場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）
　　 を表したものです。

○　最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際
　　 に発生した津波や今後発生が想定される津波から設定したも
　　 のであり、これよりも大きな津波が発生する可能性がないという
　　 ものではありません。

○　浸水域や浸水深は、局所的な地面の凸凹や建築物の影響の
　　 ほか、地震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条
　　 件との差異により、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深が
　　 さらに大きくなったりする場合があります。

○　「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波
　　 防災対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の
　　 発生範囲を決定するものではないことにご注意ください。

○　浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最
　　 大となる場所もあります。

○　「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化
　　 を図示していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が
　　 変化することがあります。

○　この浸水想定図は、３地震を重ね合わせた最大の浸水域を表
　　 示していますが、平成２５年２月に公表した「大分県津波浸水予
　　 測図」と、浸水深等は同一です。

　[用語の解説]

　" 浸水想定について（図1参照）" 

　○浸水域　　　　　：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁
　　　　　　　　　　　　　までの範囲
　○浸水深　　　　　：陸上の各地点で水面が最も高い位置に
　　　　　　　　　　　　　きたときの地面から水面までの高さ

10m以上　20m未満

5m以上　10m未満

4m以上　5m未満

3m以上　4m未満

2m以上　3m未満

1m以上　2m未満

0.3m以上　1.0m未満

0.3m未満

凡例
浸水深（m）

大分県津波浸水想定　市町村別　国東市　（38/49）
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図1 浸水想定の用語

大分県

平成26年3月作成この地図は国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25000（地図画像）を複製したものである。（承認番号　平25情複、第859号）
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[留意事項]
○　「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２
　　 ３年法律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、
　　 津波防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。

○　「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発
　　 生した場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）
　　 を表したものです。

○　最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際
　　 に発生した津波や今後発生が想定される津波から設定したも
　　 のであり、これよりも大きな津波が発生する可能性がないという
　　 ものではありません。

○　浸水域や浸水深は、局所的な地面の凸凹や建築物の影響の
　　 ほか、地震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条
　　 件との差異により、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深が
　　 さらに大きくなったりする場合があります。

○　「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波
　　 防災対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の
　　 発生範囲を決定するものではないことにご注意ください。

○　浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最
　　 大となる場所もあります。

○　「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化
　　 を図示していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が
　　 変化することがあります。

○　この浸水想定図は、３地震を重ね合わせた最大の浸水域を表
　　 示していますが、平成２５年２月に公表した「大分県津波浸水予
　　 測図」と、浸水深等は同一です。

　[用語の解説]

　" 浸水想定について（図1参照）" 

　○浸水域　　　　　：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁
　　　　　　　　　　　　　までの範囲
　○浸水深　　　　　：陸上の各地点で水面が最も高い位置に
　　　　　　　　　　　　　きたときの地面から水面までの高さ

10m以上　20m未満

5m以上　10m未満

4m以上　5m未満

3m以上　4m未満

2m以上　3m未満

1m以上　2m未満

0.3m以上　1.0m未満

0.3m未満

凡例
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大分県津波浸水想定　市町村別　国東市　（39/49）
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図1 浸水想定の用語

大分県

平成26年3月作成この地図は国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25000（地図画像）を複製したものである。（承認番号　平25情複、第859号）
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[留意事項]
○　「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２
　　 ３年法律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、
　　 津波防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。

○　「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発
　　 生した場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）
　　 を表したものです。

○　最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際
　　 に発生した津波や今後発生が想定される津波から設定したも
　　 のであり、これよりも大きな津波が発生する可能性がないという
　　 ものではありません。

○　浸水域や浸水深は、局所的な地面の凸凹や建築物の影響の
　　 ほか、地震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条
　　 件との差異により、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深が
　　 さらに大きくなったりする場合があります。

○　「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波
　　 防災対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の
　　 発生範囲を決定するものではないことにご注意ください。

○　浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最
　　 大となる場所もあります。

○　「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化
　　 を図示していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が
　　 変化することがあります。

○　この浸水想定図は、３地震を重ね合わせた最大の浸水域を表
　　 示していますが、平成２５年２月に公表した「大分県津波浸水予
　　 測図」と、浸水深等は同一です。

　[用語の解説]

　" 浸水想定について（図1参照）" 

　○浸水域　　　　　：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁
　　　　　　　　　　　　　までの範囲
　○浸水深　　　　　：陸上の各地点で水面が最も高い位置に
　　　　　　　　　　　　　きたときの地面から水面までの高さ

10m以上　20m未満

5m以上　10m未満

4m以上　5m未満

3m以上　4m未満

2m以上　3m未満

1m以上　2m未満

0.3m以上　1.0m未満

0.3m未満

凡例
浸水深（m）

大分県津波浸水想定　市町村別　国東市　（40/49）
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図1 浸水想定の用語

大分県

平成26年3月作成この地図は国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25000（地図画像）を複製したものである。（承認番号　平25情複、第859号）
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[留意事項]
○　「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２３年法律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、津波防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。        

○　「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発生した場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）を表したものです。        

○　最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際に発生した津波や今後発生が想定される津波から設定したものであり、これよりも大きな津波が発生する可能性がないというものでは
　　 ありません。        

○　浸水域や浸水深は、局所的な地面の凸凹や建築物の影響のほか、地震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条件との差異により、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深がさらに大きく
　　 なったりする場合があります。        

○　「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波防災対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の発生範囲を決定するものではないことにご注意ください。        

○　浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最大となる場所もあります。　　        

○　「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化を図示していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が変化することがあります。        

○　この浸水想定図は、３地震を重ね合わせた最大の浸水域を表示していますが、平成２５年２月に公表した「大分県津波浸水予測図」と、浸水深等は同一です。        
         

[用語の解説]
浸水想定について（図1参照）        

○浸水域 ：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁までの範囲
○浸水深 ：陸上の各地点で水面が最も高い位置にきたときの地面
　　　　　　　 から水面までの高さ    

大分県津波浸水想定　市町村別　国東市　（41/49）

1:25,0001:25,000

平成26年3月作成平成26年3月作成

大分県大分県

この地図は国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25000（地図画像）を複製したものである。（承認番号　平25情複、第859号）

10m以上　20m未満

5m以上　10m未満

4m以上　5m未満

3m以上　4m未満

2m以上　3m未満

1m以上　2m未満

0.3m以上　1.0m未満

0.3m未満

凡例
浸水深（m）



東京湾平均海面（T.P.）

浸水深（m）

海岸線

浸水域（浸水深ごとに着色）

図1 浸水想定の用語
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[留意事項]
○　「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２３年法律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、津波防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。        

○　「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発生した場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）を表したものです。        

○　最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際に発生した津波や今後発生が想定される津波から設定したものであり、これよりも大きな津波が発生する可能性がないというものでは
　　 ありません。        

○　浸水域や浸水深は、局所的な地面の凸凹や建築物の影響のほか、地震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条件との差異により、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深がさらに大きく
　　 なったりする場合があります。        

○　「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波防災対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の発生範囲を決定するものではないことにご注意ください。        

○　浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最大となる場所もあります。　　        

○　「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化を図示していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が変化することがあります。        

○　この浸水想定図は、３地震を重ね合わせた最大の浸水域を表示していますが、平成２５年２月に公表した「大分県津波浸水予測図」と、浸水深等は同一です。        
         

[用語の解説]
浸水想定について（図1参照）        

○浸水域 ：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁までの範囲
○浸水深 ：陸上の各地点で水面が最も高い位置にきたときの地面
　　　　　　　 から水面までの高さ    

大分県津波浸水想定　市町村別　姫島村　（42/49）

1:25,0001:25,000

平成26年3月作成平成26年3月作成

大分県大分県

この地図は国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25000（地図画像）を複製したものである。（承認番号　平25情複、第859号）

10m以上　20m未満

5m以上　10m未満

4m以上　5m未満

3m以上　4m未満

2m以上　3m未満

1m以上　2m未満

0.3m以上　1.0m未満

0.3m未満

凡例
浸水深（m）



東京湾平均海面（T.P.）

浸水深（m）

海岸線

浸水域（浸水深ごとに着色）

図1 浸水想定の用語

1500m500 0 500 1000

国道213号

[留意事項]
○　「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２３年法律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、津波防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。        

○　「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発生した場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）を表したものです。        

○　最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際に発生した津波や今後発生が想定される津波から設定したものであり、これよりも大きな津波が発生する可能性がないというものでは
　　 ありません。        

○　浸水域や浸水深は、局所的な地面の凸凹や建築物の影響のほか、地震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条件との差異により、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深がさらに大きく
　　 なったりする場合があります。        

○　「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波防災対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の発生範囲を決定するものではないことにご注意ください。        

○　浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最大となる場所もあります。　　        

○　「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化を図示していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が変化することがあります。        

○　この浸水想定図は、３地震を重ね合わせた最大の浸水域を表示していますが、平成２５年２月に公表した「大分県津波浸水予測図」と、浸水深等は同一です。        
         

[用語の解説]
浸水想定について（図1参照）        

○浸水域 ：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁までの範囲
○浸水深 ：陸上の各地点で水面が最も高い位置にきたときの地面
　　　　　　　 から水面までの高さ    

大分県津波浸水想定　市町村別　国東市　（43/49）

1:25,0001:25,000

平成26年3月作成平成26年3月作成

大分県大分県

この地図は国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25000（地図画像）を複製したものである。（承認番号　平25情複、第859号）

10m以上　20m未満

5m以上　10m未満

4m以上　5m未満

3m以上　4m未満

2m以上　3m未満

1m以上　2m未満

0.3m以上　1.0m未満

0.3m未満

凡例
浸水深（m）
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[留意事項]
○　「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２
　　 ３年法律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、
　　 津波防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。

○　「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発
　　 生した場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）
　　 を表したものです。

○　最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際
　　 に発生した津波や今後発生が想定される津波から設定したも
　　 のであり、これよりも大きな津波が発生する可能性がないという
　　 ものではありません。

○　浸水域や浸水深は、局所的な地面の凸凹や建築物の影響の
　　 ほか、地震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条
　　 件との差異により、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深が
　　 さらに大きくなったりする場合があります。

○　「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波
　　 防災対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の
　　 発生範囲を決定するものではないことにご注意ください。

○　浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最
　　 大となる場所もあります。

○　「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化
　　 を図示していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が
　　 変化することがあります。

○　この浸水想定図は、３地震を重ね合わせた最大の浸水域を表
　　 示していますが、平成２５年２月に公表した「大分県津波浸水予
　　 測図」と、浸水深等は同一です。

　[用語の解説]

　" 浸水想定について（図1参照）" 

　○浸水域　　　　　：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁
　　　　　　　　　　　　　までの範囲
　○浸水深　　　　　：陸上の各地点で水面が最も高い位置に
　　　　　　　　　　　　　きたときの地面から水面までの高さ

10m以上　20m未満

5m以上　10m未満

4m以上　5m未満

3m以上　4m未満

2m以上　3m未満

1m以上　2m未満

0.3m以上　1.0m未満

0.3m未満

凡例
浸水深（m）

大分県津波浸水想定　市町村別　豊後高田市　（44/49）

東京湾平均海面（T.P.）

浸水深（m）

海岸線

浸水域（浸水深ごとに着色）

図1 浸水想定の用語

大分県

平成26年3月作成この地図は国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25000（地図画像）を複製したものである。（承認番号　平25情複、第859号）
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[留意事項]
○　「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２
　　 ３年法律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、
　　 津波防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。

○　「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発
　　 生した場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）
　　 を表したものです。

○　最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際
　　 に発生した津波や今後発生が想定される津波から設定したも
　　 のであり、これよりも大きな津波が発生する可能性がないという
　　 ものではありません。

○　浸水域や浸水深は、局所的な地面の凸凹や建築物の影響の
　　 ほか、地震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条
　　 件との差異により、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深が
　　 さらに大きくなったりする場合があります。

○　「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波
　　 防災対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の
　　 発生範囲を決定するものではないことにご注意ください。

○　浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最
　　 大となる場所もあります。

○　「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化
　　 を図示していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が
　　 変化することがあります。

○　この浸水想定図は、３地震を重ね合わせた最大の浸水域を表
　　 示していますが、平成２５年２月に公表した「大分県津波浸水予
　　 測図」と、浸水深等は同一です。

　[用語の解説]

　" 浸水想定について（図1参照）" 

　○浸水域　　　　　：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁
　　　　　　　　　　　　　までの範囲
　○浸水深　　　　　：陸上の各地点で水面が最も高い位置に
　　　　　　　　　　　　　きたときの地面から水面までの高さ

10m以上　20m未満

5m以上　10m未満

4m以上　5m未満

3m以上　4m未満

2m以上　3m未満

1m以上　2m未満

0.3m以上　1.0m未満

0.3m未満

凡例
浸水深（m）

大分県津波浸水想定　市町村別　豊後高田市　（45/49）

東京湾平均海面（T.P.）

浸水深（m）

海岸線

浸水域（浸水深ごとに着色）

図1 浸水想定の用語

大分県

平成26年3月作成この地図は国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25000（地図画像）を複製したものである。（承認番号　平25情複、第859号）
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図1 浸水想定の用語
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[留意事項]
○　「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２３年法律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、津波防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。        

○　「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発生した場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）を表したものです。        

○　最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際に発生した津波や今後発生が想定される津波から設定したものであり、これよりも大きな津波が発生する可能性がないというものでは
　　 ありません。        

○　浸水域や浸水深は、局所的な地面の凸凹や建築物の影響のほか、地震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条件との差異により、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深がさらに大きく
　　 なったりする場合があります。        

○　「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波防災対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の発生範囲を決定するものではないことにご注意ください。        

○　浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最大となる場所もあります。　　        

○　「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化を図示していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が変化することがあります。        

○　この浸水想定図は、３地震を重ね合わせた最大の浸水域を表示していますが、平成２５年２月に公表した「大分県津波浸水予測図」と、浸水深等は同一です。        
         

[用語の解説]
浸水想定について（図1参照）        

○浸水域 ：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁までの範囲
○浸水深 ：陸上の各地点で水面が最も高い位置にきたときの地面
　　　　　　　 から水面までの高さ    

大分県津波浸水想定　市町村別　宇佐市　（46/49）

1:25,0001:25,000

平成26年3月作成平成26年3月作成

大分県大分県

この地図は国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25000（地図画像）を複製したものである。（承認番号　平25情複、第859号）

10m以上　20m未満

5m以上　10m未満

4m以上　5m未満

3m以上　4m未満

2m以上　3m未満

1m以上　2m未満

0.3m以上　1.0m未満

0.3m未満

凡例
浸水深（m）
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浸水域（浸水深ごとに着色）

図1 浸水想定の用語
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[留意事項]
○　「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２３年法律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、津波防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。        

○　「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発生した場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）を表したものです。        

○　最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際に発生した津波や今後発生が想定される津波から設定したものであり、これよりも大きな津波が発生する可能性がないというものでは
　　 ありません。        

○　浸水域や浸水深は、局所的な地面の凸凹や建築物の影響のほか、地震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条件との差異により、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深がさらに大きく
　　 なったりする場合があります。        

○　「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波防災対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の発生範囲を決定するものではないことにご注意ください。        

○　浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最大となる場所もあります。　　        

○　「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化を図示していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が変化することがあります。        

○　この浸水想定図は、３地震を重ね合わせた最大の浸水域を表示していますが、平成２５年２月に公表した「大分県津波浸水予測図」と、浸水深等は同一です。        
         

[用語の解説]
浸水想定について（図1参照）        

○浸水域 ：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁までの範囲
○浸水深 ：陸上の各地点で水面が最も高い位置にきたときの地面
　　　　　　　 から水面までの高さ    
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[留意事項]
○　「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２３年法律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、津波防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。        

○　「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発生した場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）を表したものです。        

○　最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際に発生した津波や今後発生が想定される津波から設定したものであり、これよりも大きな津波が発生する可能性がないというものでは
　　 ありません。        

○　浸水域や浸水深は、局所的な地面の凸凹や建築物の影響のほか、地震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条件との差異により、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深がさらに大きく
　　 なったりする場合があります。        

○　「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波防災対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の発生範囲を決定するものではないことにご注意ください。        

○　浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最大となる場所もあります。　　        

○　「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化を図示していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が変化することがあります。        

○　この浸水想定図は、３地震を重ね合わせた最大の浸水域を表示していますが、平成２５年２月に公表した「大分県津波浸水予測図」と、浸水深等は同一です。        
         

[用語の解説]
浸水想定について（図1参照）        

○浸水域 ：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁までの範囲
○浸水深 ：陸上の各地点で水面が最も高い位置にきたときの地面
　　　　　　　 から水面までの高さ    
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[留意事項]
○　「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２３年法律第１２３号）第８条第１項に基づいて設定するもので、津波防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。        

○　「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発生した場合に想定される浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）を表したものです。        

○　最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際に発生した津波や今後発生が想定される津波から設定したものであり、これよりも大きな津波が発生する可能性がないというものでは
　　 ありません。        

○　浸水域や浸水深は、局所的な地面の凸凹や建築物の影響のほか、地震による地盤変動や構造物の変状等に関する計算条件との差異により、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深がさらに大きく
　　 なったりする場合があります。        

○　「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波防災対策を進めるためのものであり、津波による災害や被害の発生範囲を決定するものではないことにご注意ください。        

○　浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最大となる場所もあります。　　        

○　「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化を図示していませんが、津波の遡上等により、実際には水位が変化することがあります。        

○　この浸水想定図は、３地震を重ね合わせた最大の浸水域を表示していますが、平成２５年２月に公表した「大分県津波浸水予測図」と、浸水深等は同一です。        
         

[用語の解説]
浸水想定について（図1参照）        

○浸水域 ：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁までの範囲
○浸水深 ：陸上の各地点で水面が最も高い位置にきたときの地面
　　　　　　　 から水面までの高さ    
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津波浸水想定について（解説）



津波浸水想定について
（解説）

１ 津波対策の考え方

平成23年3月11日に発生した東日本大震災による甚大な津波被害を受け、内閣府中央防災会

議専門調査会では、新たな津波対策の考え方を平成23年9月28日（東北地方太平洋沖地震を教

訓とした地震･津波対策に関する専門調査委会報告）に示しました。

この中で、今後の津波対策を構築するにあたっては、基本的に二つのレベルの津波を想定す

る必要があるとされています。

一つは、住民避難を柱とした総合的防災対策を構築する上で想定する「最大クラスの津波」

（Ｌ２津波）です。

もう一つは、海岸堤防などの構造物によって津波の内陸への侵入を防ぐ海岸保全施設等の建

設を行う上で想定する「比較的発生頻度の高い津波」（Ｌ１津波）です。

「大分県防災対策推進委員会有識者会議」（学識者で構成）において、様々な意見をいただ

き、「最大クラスの津波」に対して総合的防災対策を構築する際の基礎となる津波浸水想定を

作成しました。

なお、堤防整備等の目安となる「発生頻度の高い津波」を対象とした設計津波の水位につい

ても、現在、検討を行っているところです。
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２ 留意事項

○「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２３年法律第１２３号）第８

条第１項に基づいて設定するもので、津波防災地域づくりを実施するための基礎となるもの

です。

○「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発生した場合に想定される浸水

の区域（浸水域）と水深（浸水深）を表したものです。

○最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際に発生した津波や今後発生が予

想される津波から設定したものであり、これよりも大きな津波が発生する可能性がないとい

うものではありません。

○浸水域や浸水深は、局所的な地面の凹凸や建築物の影響のほか、地震による地盤変動や構造

物の変状等に関する計算条件との差異により、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深がさ

らに大きくなったりする場合があります。

○「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波防災対策を進めるためのもの

であり、津波による災害や被害の発生範囲を決定するものではないことにご注意ください。

○浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最大となる場所もあります。

○「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化を図示していませんが、津波

の遡上等により、実際には水位が変化することがあります。

○今後、数値の精査や表記の改善等により、修正の可能性があります。
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３ 津波浸水想定の記載事項及び用語の解説

（１）記載事項

① 浸水域

② 浸水深

③ 留意事項（上記２の事項）

（２）用語の解説

① 浸水域について

海岸線から陸域に津波が遡上することが想定される区域。

② 浸水深について

・陸上の各地点で水面が最も高い位置にきたときの地面から水面までの高さ。

・津波浸水想定の今後の活用を念頭に、下記のような凡例で表示。

図-２ 浸水域と浸水深の模式図

東京湾平均海面（T.P.）

浸水深（m）

海岸線

浸水域（浸水深ごとに着色）
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４ 対象津波（最大クラス）の設定について

（１）過去に大分県沿岸に襲来した既往津波について

過去に大分県沿岸に襲来した既往津波については、本県に残る歴史古文書等を基に有識者

会議が整理した被害記録、「大分県災異誌」、「東北大学津波痕跡データベース」などから、

津波高に係る記録が確認できた津波を抽出・整理しました。

（２）大分県沿岸に襲来する可能性のある想定津波について

内閣府が平成24年8月29日に公表した「南海トラフの巨大地震モデル検討会（第二次報告）

津波断層モデル編」の11ケースの津波断層モデルのほか、別府湾や周防灘の地震については、

地震地震調査研究推進本部が公表している別府－万年山断層帯の長期評価（平成17年3月9

日）、宇部沖断層群（周防灘断層群）の長期評価（平成20年11月17日）を基に検討しました。

南海トラフの巨大地震の新たな想定震源断層域

図－３ 「南海トラフの巨大地震モデル検討会」公表 想定震源断層域
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（３）選定した最大クラスの津波について

大分県沿岸に最大クラスの津波をもたらすと想定される津波断層モデルとして、内閣府「南

海トラフの巨大地震モデル検討会」公表の11モデルのうちのケース11、また、別府湾の地震

と周防灘の地震についても、設定した津波断層モデルにより津波浸水シミュレーションを実

施し、地域ごとにシミュレーション結果を重ね合わせ、最大となる浸水域、最大となる浸水

深を抽出しました。

対象津波 「南海トラフの巨大地震モデル検討会」公表（H24.8.29)の想定地震津波

使用モデルの説 内閣府「南海トラフの巨大地震モデル検討会」公表の11モデルのうち、大

明 分県内の沿岸に影響が大きいと考えられるケース11を選定

マグニチュード Ｍｗ＝９．１

鉛直方向変動分布

図－４ 選定した最大クラスの津波（南海トラフの巨大地震）

対象津波 1596年慶長豊後型地震

使用モデルの説 別府ー万年山断層帯を構成する断層帯のうち、別府湾－日出生断層帯（東

明 部）、大分平野－由布院断層帯、豊予海峡セグメントの３つの領域を1596

年の慶長豊後地震の歴史記録と整合させるため、時間差で連動するモデル

を選定

マグニチュード Ｍｗ＝６．９～７．３

図－５ 選定した最大クラスの津波（別府湾の地震）
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対象津波 周防灘断層群主部

使用モデルの説 地震調査研究推進本部の長期評価を基に作成

明

マグニチュード Ｍｗ＝７．２

図－６ 選定した最大クラスの津波（周防灘の地震）
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５ 主な計算条件の設定

次の悪条件下を前提に計算条件を設定しました。

（１）潮位について

① 海域については、漁港や港湾の構造物設計に用いる朔望平均満潮位をベースに設定しま

した。

② 河川内の水位については、平水流量または、沿岸の朔望平均満潮位と同じ水位としまし

た。

図－７ 初期水位の設定

（２）地盤の沈下について

地盤高については、地震動による地盤沈降を考慮しました。

（３）各種構造物の取り扱いについて

① 地震や津波による各種施設の被災を考慮しました。また、水門･陸閘等については、耐

震性を有し自動化された施設、常時閉鎖の施設等以外は、開放状態として取り扱うことを

基本としています。

② 各種構造物については、津波が越流し始めた時点で「破壊する」ものとし、破壊後の形

状は「無し」としています。

表－１ 構造物条件

構造物の種類 条件

護 岸 耐震や液状化に対する技術的評価がなければ、構造物は、地震及

び液状化によりすべて破壊。

堤 防 耐震や液状化に対する技術的評価がなければ、地震及び液状化に

よりすべて破壊。

防波堤 耐震や液状化に対する技術的評価がなければ、地震及び液状化に

よりすべて破壊。

道路･鉄道 地形として取り扱う。

水門等 耐震自動降下対策済み、常時閉鎖の施設は閉条件。これ以外は開

条件。

建築物 建物の代わりに津波が遡上する時の摩擦（粗度）を設定。
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６ 今後について

今回の津波浸水想定は、平成２５年２月に公表した津波浸水予測図と浸水域及び浸水深が同

一であることから、県と市町村が連携して行ってきたこれまでの住民避難を中心とした対策を

引き続き行っていきます。

なお、今回設定した最大クラスの津波については、津波断層モデルの新たな知見（内閣府・

中央防災会議・隣接県等）がまとまってきた場合や構造物の整備・強化がある程度進んできた

場合等には、必要に応じて見直していきます。

また、堤防整備等の目安となる「発生頻度の高い津波（Ｌ１）」を対象とした設計津波高に

ついても地域海岸ごとに設定し、今後は避難対策を中心とするソフト対策に加えハード対策の

進め方も検討してまいります。
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参 考 資 料

１）市町村別の代表地点における最高津波水位等について

今回の津波浸水想定を検討し、得られた沿岸１２市町村の代表地点における最高津波水位、津波

波高、最高津波水位到達時間等については、次のとおりです。

① 南海トラフ巨大地震

表－１ 代表地点の最高津波水位等

（参考資料）
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② 別府湾の地震（１５９６年慶長豊後型地震）

表－２ 代表地点の最高津波水位等

③ 周防灘断層群主部

表－３ 代表地点の最高津波水位等

※この津波浸水想定は、現在の知見を基に津波の浸水予測を行ったものであり、想定よりも大きな

津波が来襲し、津波水位が大きくなる可能性があります。

※津波の水位は、海岸線から沖合約３０ｍの地点における、津波の水位を標高で表示しています。

※「②別府湾の地震」の「最高津波水位到達時間」及び「１ｍの津波水位到達時間」の数値は、歴

史記録の津波高を満たすため、別府湾の断層を時間差で連動させた場合であり、同時に動いた場

合には、「１ｍの津波水位到達時間」が数分となる地点が予想されます。

※気象庁が発表する津波の高さは、平常潮位（津波が発生しなかった場合の同じ時間の潮位）から

の高さですので、津波水位とは異なります。

※標高は、東京湾平均海面からの高さ（単位：T.P+ m）として表示しています。

（参考資料）
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図－１ 津波水位の用語

※下線のある箇所は、次の津波水位到達時間予測図の測定地点

図－２ 代表地点の位置図

（参考資料）
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（参考資料）

２）１ｍの津波水位到達時間予測図

各想定地震の代表地点における１ｍの津波水位到達時間は、次のとおりです。津波警報の発令基

準（１ｍ）を参考にしています。

なお、実際は、この時間どおりになるとは、限りませんし、海面の変動が２０ｃｍで、海辺にい

る人の人命に影響する恐れのある水位変化（気象庁の津波注意報の発令基準）と言われていますの

で、揺れがおさまったら、すぐに避難を開始することが大事です。

図－３ １ｍの津波水位到達時間の説明概略図

地震発生からの経過時間（分）

最高津波水位

初期潮位＋１ｍ

地震発生

１ｍの津波水位到達時間
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図－４（１） 代表地点における１ｍの津波水位到達時間予測図

南海トラフ巨大地震 別府湾の地震

＋１ｍ：７３分

＋１ｍ：１７分

＋１ｍ：１５分

＋１ｍ：１２分

＋１ｍ：３０分

＋１ｍ：８５分

＋１ｍ：８８分

＋１ｍ：１７分

＋１ｍ：３分

（参考資料）
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図－４（２） 代表地点における１ｍの津波水位到達時間予測図

周防灘断層群主部南海トラフ巨大地震

＋１ｍ：５３分

＋１ｍ：５８分

＋１ｍ：５１分

＋１ｍ：４６分

＋１ｍ：１３分

＋１ｍ：１５分

＋１ｍ：２８分

＋１ｍ：２６分

＋１ｍ：１８分

（参考資料）
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（参考資料）

３）最大クラスの津波の設定について

過去に大分県沿岸に来襲した各種既往津波と、今後来週する可能性のある各種想定津波の津波水

位を用いて、下記のグラフを作成し、津波水位が最も大きい津波を最大クラスの津波として設定し

ました。大分県では、「周防灘断層群主部」「別府湾の地震」「南海トラフ地震」の３つが、最大ク

ラスの津波となりました。

図－５ 最大クラスの津波の選定例

４）大分県各市町村における浸水面積の算出結果について

表－３ 浸水面積の算出結果

市町村名 浸水深面積（㎞2）

佐伯市 25.98

津久見市 3.68

臼杵市 5.87

大分市 45.48

別府市 3.69

日出町 2.69

杵築市 6.14

国東市 5.89

姫島村 1.49

豊後高田市 13.66

宇佐市 7.71

中津市 3.21

全体 125.48
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５）シミュレーションの基本条件について

（１）計算領域及び計算格子間隔

計算領域は、内閣府「南海トラフの巨大地震モデル検討会」での解析条件を踏襲し震源を含む

範囲としました。

計算格子間隔は、陸域から沖に向かい 10m、30m、90m、270m、810m、2,430m とし、沿岸部
の計算格子間隔は 10mとしました。

図－６ 計算領域及び計算格子間隔

（参考資料）
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（２）計算時間

再現時間の設定は、浸水域の拡大が収束する時間を考慮し６時間から１２時間としました。

（３）陸域及び海域地形

① 陸域地形

・国土地理院、国土交通省が実施した航空レーザー測量結果を用いて作成しました。

・国管理河川は、直轄事務所が所有する河川横断測量結果等を用いて作成しました。県管理河

川は、県が所有する測量結果等を用いて作成しました。

・漁港海岸、農地海岸、河川海岸、港湾海岸の各海岸については、各管理者が所有する施設台

帳等を用いて作成しました。

② 海域地形

・海域地形は、海図、海底地形デジタルデータ（M7000シリーズ、JTOPO30:（財）日本水路協

会）等を用いました。

（４）初期潮位

農林水産部（漁港関係）と土木建築部（港湾関係）が平成２４年４月１日現在で、港湾等整備

事業にで用いている潮位表から、各地点の潮位（朔望平均満潮位）を基に、同程度の潮位が観測

されている地域を一つにまとめる方法で、沿岸部を５つに分けて設定しました。

表－５ 初期潮位の設定

図－７ 初期潮位の設定図

（参考資料）
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６）津波浸水想定の検討体制

津波浸水想定については、学識者で構成する「大分県防災対策推進委員会有識者会議」において、

様々な意見をいただいて作成しました。

有識者会議の開催状況

・平成２３年５月～ （計１２回開催）

・今後も必要に応じて開催

大分県防災対策推進委員会有識者会議

氏 名 所属・職名 研究分野

たけむら けいじ 京都大学大学院理学研究科附属 地球物理学

議長 竹村 惠二 地球熱学研究施設教授 地質学

ちだ のぼる 大分大学名誉教授 地理学

千田 昇 地形・地質

さたけ けんじ 東京大学地震研究所教授 地震・津波

佐竹 健治 （地震火山情報センター長）

ひらはら かずろ 京都大学大学院理学研究科 地震学

う 教授

平原 和朗

くどう むねはる 大分工業高等専門学校 土質力学、地盤工学、

工藤 宗治 都市・環境工学科准教授 地盤環境工学

ひらい よしと 大分県立先哲史料館長 歴史古文書の検証

平井 義人 （現）大分県立芸術緑丘高等学校 校長

（参考資料）
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